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第1図Plotの 配 置 状 況

(3)現 況

エ ゾマツの苗木は5年 生で小さ ぐ、 昭和41年11月 現在では 約1C%枯 損 した もの と推定さ

れるが、第1回 目の越冬後 の状況が注 目される。 トドマ ツは6年 生 苗 木 で、活着は きわめて良

好 であつたが、エ ゾマ ツと同様に第1回 目の越 冬後 の結果が注 目される。

5.湿 地帯遣林試験

本 演習林には、北海道特有 の湿地帯が相当 の面積を 占めているか ら、 これ らの地域に適す る造

林樹種を選 定するため、有望樹種 と考えられ る ドイ ツ トー ヒ、ス トローブマ ツ、グイマツ、ヤチ

ダモを植栽 し、そ の生長量を調査する ことに した。

(1)調 査地概要お よび調査結果

本 演習林第25林 班の湿地帯に昭和35年4月 、以 上の樹種 を植栽 し、その一部に第2表 に示

す よ うな調査地を設定 した。

第2表 調 査 地 の 面 積

本年度においては、8月4日 に これ らの

調 査地内に無作為に半径約5.65mの 円形

plot(π ×5.652÷100TZ2)を 各樹種

ごとに2掴 所ずつ とつて調査 した。その調

査 結果を示す と第2～10図 の と論 りであ

る。
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笥5図 ドイ ツ トー ヒ瓶1調 査 地



第4図 ド イ ツ ト ー一一 ヒ 梅2調 査 地



篤5図 グ ィ マ ツNo.1調 査 地



第6図 グ イ マ ツNa2調 査 地



第7図 ス ト ロ ー ブ 晦1調 査 地



第8図 ス ト ロ ー ブ 晦2調 査 地



第9図 イ チ ダ モ 梅1調 査 地



第10図 ヤ チ ダ モ 甑2調 査 地



(2)考 察

本年度 の調査結果に よるha当 り成立本数蔚‡び平塚 選高を、5年 前の昭和56年 ア月の調査結

果 と対照 して示す と第5表 のとまゆ である。 な於孟年度 の結果 は、2Plotの 調 査結果を 合計 し、

その平均値として示 した ものである。

第5表 調 査 結 果 の 比 較

第 ろ表にみられるように、 ドイットーヒとス トローブマツはほぼ同様の生長過程をたどつてい

る と認められるが、グィマツは前二者より亀生長量が大 きい。ヤチダモはこの調査に関する限 り、

畿 も生長量が大 きい。ただしこのような結果になつたのは、ヤチダモ植栽地に天然更新によるヤ

チダモが混入 して細り、現在では植栽木と萌確に判別することが困難となつて診り、天然更新木

の一部をも調査に含めたためであり、またPlQtの 設置位置にも原因があるものと推察されるo

したがつてヤチダモの生長量は、実際にはこの値より相当低い ものと推測されるo

植栽後6年 間を経過 したにすぎず、今後5年 間隔で測定を継続し、今後の経過をみることにす

る。

4.カ ソバ類直播造林試験

ヵンバ類は本遵の広葉樹の申で生長がはやぐ、短期育成林業の対象となる樹種のひとつである◇

そ こでカγバ類造林の合理的方法を追求するため、ブル ドーザによる地表処理を行ない直播造林
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